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主 題（２０２０／２０２１） 
 

 国 際 会 長： Values, Extension and Leadership 

    「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

    スローガン Trust in the River Of Life. 「命の川を信じよう」 

 ア ジ ア 会 長： Make a difference! 

「変化をもたらそう!」 

 西 日 本 区 理 事： Let’s  do it now! 

「2022に向け誇りを持って All is Well!」 

 中 西 部 長： Believe in the power of Y’s Men and act for yourself! 

「ワイズの力を信じて、自ら行動しよう！」 

 大阪クラブ会長： love your  neighbor as yourself! 
「隣人愛を実践しよう！」 

 

 

【今月の聖句】 

「わたしは良い羊飼いである。良い羊飼いは羊のために命を捨てる。」 

ヨハネによる福音書 10章 11節 

 

 

【聖句に寄せて】      田尻 忠邦 

聖書の他の箇所によれば、「失われたものを尋ね求め、追われたものを連れ戻し、傷ついたものを包み、

弱ったものを強くする。」何よりも「公平をもって養う」のが「良い羊飼いです」（エゼキエル書 34 章 16

節）。イエス様はまさにそのようなお方です。そしてまた神様もそのようなお方であるとキリスト教では

考えます。 

（山梨英和こども園ホームページより引用） 

 

 

【巻頭雑感】       清水 汎 

今世界で多く取り上げられている国際問題は、民主主義と専制主義が大きく対立していることです。民

主主義の代表はアメリカであり、専制主義の代表は中国であります。３月には、２プラス２会議が外交、

防衛の代表者で中国と日本、韓国、アメリカで行われました。 

中国は、２０３０年にはアメリカを抜き世界最大の経済大国になることが予想されています。経済大国

それは世界の覇権を持つ恐れもあることです。世界では民主主義の国家が減少し、専制国家が増加傾向に

あり、コロナも民主主義の国で拡大傾向にあり専制国家では抑え気味のところがあります。特に中国はコ

ロナの発症の地であるのに、ほぼコロナを抑え経済の回復が目立っています。また中国は対外的には、南
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アジア海域、東アジア海域で自己中心的な行動が目立っています。香港では民主派を弾圧、ほぼ自国、中

国の制度に合体させました。台湾も中国の領土として圧力を強めており、５年以内に軍事的な攻勢を強め

るものと予想されています。台湾は、民衆が民主主義を求め、経済も特にハイテクでは世界有数の技術、

工場を持っており、アメリカはその防衛に全力尽くそうとしています。日本もその防衛に協力するようア

メリカより強い要請があるようです。将来中国と軍事的に対立することは何としても避けなければなり

ません。アメリカ、日本は、中国と経済で強い繋がりがあり、円満な話し合いが大切であります。 

最近ミヤンマーで民主派な政権が選挙で勝利したのですが、国軍がクーデターを起こし政権を把握、民

主的な国民を強制的に排除、軍事力で弾圧、国民を暴力的軍事力で弾圧を繰り返しています。バックに専

制的な中国が付いているようです。民主国が手助けできず、国民は大変な苦しみを受け続けています。専

制的国家は、軍事力で抑え専制的政治を行う場合が多いようです。 

最近中国は、２月に海警局に主権を侵される場合は、武器使用を含む強力な権限を与える海警法を施行

しました。台湾、尖閣列島は、領土であり主権の及ぶ範囲としており、その一方的方針は民主主義の国で

は認めがたいものがあります。中国が自国の力に自信を持ち覇権的な考えを持つことは、非常に危険なこ

とがあると思われます。中国は、昔より日本と燐人として戦った時もありますが友好的な時の方が長く、

友人として付き合いたいものです。 

 

 

【５月例会プログラム】 （ＬＴ強調月間） 

と き：２０２１年５月１１日（火） １８：３０～２０：００ 

ところ：ZOOM 例会 

―参加要領は下記＊印を参考にして下さい― 

会 費：無料 

      司会：藤岡宏樹メン 

１．開会の鐘          牟大盛会長 

２．クラブソング 

３．ゲストメネット紹介 

４．今月のみことば       田尻忠邦メン 

５．会長報告          牟大盛会長 

６．講演：「ＹＭＣＡ総合研究所の働き」（仮題） 

   講師：末岡祥弘メン（学校法人大阪ＹＭＣＡ理事長） 

７．誕生日・結婚記念日のお祝い 

８．インフォメーション 

９．ＹＭＣＡニュース 

１０．閉会の鐘         牟大盛会長 

   受付：田尻、北村 

＊参加要領 

・クラブ会員全員には ZOOM ID と PW を知らせますので、参加者は開始時間１０分前に ZOOM 参

加願います。（ホストは田尻メン） 
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・なお、他クラブのビジターは中西部マンスリー記事とゲストへの声掛けで北村メンへの ZOOM 参加

要請をメールでしていただきます。 

 

 

★今月の誕生日；該当なし 

★メネットさんお誕生日；該当なし 

★ご結婚記念日；藤岡宏樹（３）、清水汎（１１）、清水民夫（２２）、牟大盛（３０） 

 

 

【第２例会のご案内】 

と き：２０２１年５月１８日（火） 

ところ：ZOOM 開催 

 

 

【４月出席状況】 

区 分 在籍数 出席数（％） メネット 
ビジター 

ゲスト 

正会員 １１ １０（９０．９）    ０ 

 

    １ 

広義会員      ４        ０    ０ 

 

      

計 １５       １０ 

（内ZOOM参加1名） 

   ０     １ 

☆ニコニコ献金； １４，０００円 

★メネット；なし 

★ビジター；藤井弥生 様（大阪なかのしま） 

★ゲスト ；なし 

 

 

【４月例会報告】      末岡 祥弘 

４月例会はコロナ変異株の感染者が拡大し、再度の緊急事態宣言の発出が言われる中、三密回避、飲食

自粛などの感染対策を護り、開催時間も２０：００までに限って開催されました。 

牟会長による開会点鐘、クラブソングのあと、ビジター藤井弥生さん（大阪なかのしま）、新担当主事

の重信直人さんの紹介、田尻メンによる聖句朗読、祈祷の後、牟会長より会長報告が為されました。

TOLEDO クラブとの IBC 締結に向けた進捗状況と５／１２に行われる両クラブ会長、両ＹＭＣＡ総主

事による ZOOM meeting などの報告があり、来年の IBC 締結に向けて順調に進んでいる報告がなされ

ました。また会員関係では脇本前会長のご様子、宇野広義会員の退会希望などが報告されました。 

本日の講師は藤岡宏樹メン（学校法人大阪キリスト教学院「幼稚園型認定こども園聖愛幼稚園」副園長）
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にお願いし、「私たちが目指す保育・教育」と題してお話し頂きました。大阪ＹＭＣＡ松尾台幼稚園や聖

愛幼稚園での長年にわたるキリスト教保育で考えてきた事や実践例について話していただきました。キ

リスト教保育はキリスト教精神に基づき、子どもたち一人ひとりを神様によって創造されたかけがえの

ない存在として受け容れることを基本としている事。その中で「生きる力」を育み、健やかな「からだ」

と豊かな「こころ」、「考える力」を養い、人間としてバランスのとれた成長を計っている事。子どもがい

ろいろな人に出会い、共に生活し、共に育ち合う中で自己、他者、生命の尊さに気づき、平和な社会と地

球を創り、共に生きようとする意識を養おうとしている事などを骨子としたお話がされました。コロナ禍

で人と出会い、ともに生活することが困難になっている社会の中、一人ひとりのこどもたちが神様から授

かっている力を伸ばしていくキリスト教保育の実践は今までにも増して重要になっていることを深く感

じさせられた講演でした。 

講演後は清水 汎メン、小川 健一郎メン、田尻 忠邦

メン、藤岡 邦代メネットの誕生祝、北村 知三メンの結

婚記念日などのお祝いをしたのち牟会長による点鐘で

閉会しました。 

来年創立１００周年を迎える TOLEDO クラブとの

IBC 締結が今後の大阪クラブの発展に繋がることを祈

りながら、コロナ禍での４月例会を無事に終えること

が出来ました。外出し難い中、参加頂いたビジター、ゲ

ストの皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

【４月第２例会・役員会報告】 

日 時：２０２１年４月２０日（火） １９：００～２０：００ 

場 所：ZOOM 第２例会 

協議事項： 

１） ５月例会（LT 強調月間） ５月１１日（火）１８：３０～ 

   ＊大阪府が緊急事態宣言発出を政府に要請したことから５月例会は ZOOM による例会とする。 

（注：参加要領は、５月例会プログラム（欄外下方）参照） 

＊講師：末岡メン 

＊司会：藤岡メン 

＊新担当主事の重信直人氏の入会式は順延し６月例会の予定とする。 

―６月例会（年間評価、次期計画） ６月８日（火） 

   ＊部長公式訪問及び会長交代式 

   ＊重信直人メンの入会式 

   ＊各事業委員の事業報告 

２）その他協議・報告・確認事項 
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① 他クラブ周年記念の件 

・大阪土佐堀クラブ（21 年６月 ７０周年）記念行事など未定 祝儀３万円 

・京都ウエストクラブ創立４０周年記念例会５／５（火・祝）（京都国際会館）中止 

・京都パレスクラブ ５０周年記念例会 登録費：１万円 

日時：５月２３日（土） 場所：京都ホテルオークラ、 参加者なし 

② その他イベント 

・第２４回西日本区大会 日時：（‘21 年）６月５日（土）～６日（日） 

場所：ウェスティン都ホテル京都  参加費：２万円（ズーム参加：５千円） 

    参加者：牟、田尻（前夜祭のみ、あとは ZOOM 参加）、清水(汎)（ZOOM）、北村（ZOOM） 

・４月２４日（土）「六甲山ＹＭＣＡでお掃除しましょう」 中止 

・５月９日（日）「ワイズの森づくり・ウナギの森」 中止 

・１０月１６日（土） 中西部部会 

   会場と ZOOM 併用のハイブリッド開催にするか状況判断中 

③ ロースター及び次期役員の件 

・４月例会で１次修正を依頼中 

④ ブリテン編集の件 

・例会報告担当者：４月末岡メン（済） ５月北村メン、 ６月脇本メン→植野メン 

・その他原稿依頼：「大阪サウスクラブ６５周年記念例会報告」（牟会長） 

⑤ トレドクラブ（世界で最初に創立されたワイズメンズクラブ）との IBC の件 

・３回目（５月１２日（水）８：００ＡＭ～）に向けて。 

・新しく、小川総主事、藤岡メンが参加。 

・トレドクラブの総主事の参加を要請する。 

 

 

【大阪サウスワイズメンズクラブ創立６５周年例会参加報告】 牟 大盛 

４月６日午後６時半から、大阪南ＹＭＣＡにて大阪サウスワイズメンズクラブの創立６５周年記念例

会があり、大阪クラブからは、小川総主事、清水汎メン、植野正弘次期会長そして会長の牟が参加しまし

た。木下会長の歓迎の辞では、開催に至った熱意と、コロナ禍の時期でもあり、出席人数を絞り大半は

ZOOM 参加であり総数１００名を超える参加者とのお話でした。 

大阪サウスワイズメンズクラブは、１９５６年４月７日に大阪クラブがチャーターした歴史あるクラ

ブです。それは、大阪南ＹＭＣＡ創立を期してチャーターされたとのことで、運命的にＹＭＣＡの全ての

活動に参画してきており、その貢献度はワイズメンズクラブのなかでも指折りのクラブといえます。この

度の６５周年記念に大阪南ＹＭＣＡに２００万円の献金も準備され寄贈式ももたれました。 

 来賓としては、小川総主事、古田西日本区理事、中井阪和部部長そして大阪クラブを代表しまして牟が

祝辞を述べさせていただきました。最後のＤＢＣクラブの江畑長浜クラブ会長の祝辞では、長浜の物産品

をもってのコラボについての紹介もされました。また、大阪サウスクラブ会員のうち、永年会員の表彰と

来客の誕生記念品の贈呈がありました。 
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この度の昨年からのコロナ禍により、大半のクラブが周年例会を中止とする中で、会員の熱い思いと

ZOOM を活用したハイブリッド周年例会となりました。

まだまだコロナの終息が見えない中、毎月の例会や部

会、周年例会もこのようなハイブリッド型の例会が今後

の主流になることを確信できた周年例会でした。 

 

 

 

 

 

 

【大阪ＹＭＣＡニュース】     重信 直人 

第３３１回 早天祈祷会  新型コロナウイルス感染者急増により中止 

日 時 … 2021年 5月 16日（金） 7：30～8：15 ※朝食会は実施しません。 

証 者 … 津田 晃男 さん （とさぼりＹＭＣＡ副館長） 

場 所 … 大阪ＹＭＣＡ会館 １０階チャペル 

 

大阪ＹＭＣＡ創立記念礼拝 

日 時 … 5月 29日（土） ＊詳細は後日 

新型コロナウイルスの市中感染状況により本年度はオンラインで実施 

 

 

【ワイズ川柳コーナー】 

私の作品を含め川柳コーナーを設けました。遠慮なしに投稿下さい。 
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【編集後記】 

最近目立つのが、国際的な対立、特にアメリカと中国がその覇権を激しく争う時代に突入した感があ

り、日本が今後どのような舵取りをして時代を乗り切るか、日本国民一人一人に今後影響が出てくると思

います。よくその間の事情を知ることが大事と思います。 

          （編集委員：清水 汎） 


